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１. イントロダクション
（１）雑誌とは何か？：長らく続いた「雑高書低」

・雑誌の特性と機能
「セグメント性と進化性」
「ジャーナリズム機能と生活情報の伝達機能」
（川井良介編，2006，『出版メディア論入門』日本評論社）

・「雑誌が支えてきた日本の出版産業」
広告の多さ、回転の速さ
（星野渉，2014，『出版産業の変貌を追う』青弓社）
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１. イントロダクション
（２）雑誌とは何か？：41年ぶりに崩れた「雑高書低」

3※出典：http://www.tokyo-np.co.jp/article/national/list/201612/CK2016122602000228.html#print



２. 研究・教育紹介
（１）中央大学 ＦＬＰジャーナリズムプログラム 辻ゼミの紹介（集合写真）
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２．研究・教育紹介
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※出典：http://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/gp/flp/introduction/about_flp/

（３）中央大学 ＦＬＰジャーナリズムプログラム 辻ゼミの紹介（プログラム紹介①）

http://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/gp/flp/introduction/about_flp/


２．研究・教育紹介

6

（３）中央大学 ＦＬＰジャーナリズムプログラム 辻ゼミの紹介（シラバス紹介）

 「本演習は、ポピュラー文化に関連するメディアの実態について、広く理解を深め
ることを目的としている。たとえば、趣味やファッション、ライフスタイルに関する雑
誌やインターネット情報であったり、あるいはスポーツジャーナリズムであったりと
いうように、われわれの日常生活において身近な、ポピュラー文化を切り口にして
、今日のメディアの実態や問題点について考えてみたい。」

 「具体的には、関連する文献の読解からスタートして、実際にメディア情報の内容
分析を行ったり、あるいはこれらの情報発信に携わる現場への訪問調査なども
織り交ぜつつ取り組んでいく。」

※「男性ファッション誌」（2011年度）、「女性ファッション誌」（2012年度）、

「趣味雑誌」（2013年度）、「男性ファッション誌」（2014年度）、

「女性ファッション誌」（2015年度）、 「趣味雑誌」（2016年度）

・・・の３年ワンサイクルが、ちょうど二周したところ。



３．研究成果紹介
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今年度（2016年度）の研究対象と課題

「趣味雑誌の現状と課題把握

（内容分析、編集部＆読者インタビューなど）

＋

今後の展望＝オルタナティブメディアの探求」



３．研究成果紹介
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（１）今年度の研究対象：趣味雑誌７誌



３．研究成果紹介
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（２）対象の選定理由

出典：GYS2015杉並区調査（20歳の男女、1000名が対象）

※詳細は、辻・大倉・野村（近刊）「若者文化は25年間でどう変わったか」『紀要 社会学・社会
情報学』第27号、中央大学文学部、参照。

若者の趣味ランキング（n=259、単位％）

1位 自分でやるスポーツ 16.3
2位 音楽鑑賞・オーディオ 13.2
3位 映画や演劇 7.4
4位 マンガ 5.8
4位 ビデオゲーム 5.8
6位 ファッション 5.4
7位 アニメ 4.7



３．研究成果紹介
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（３）研究方法：マルチメソッドアプローチ（MMA）

※出典：辻泉（2008）：「メディアと集いの文化への視座～経験的／批判的アプローチからマルチメ
ソッド・アプローチへ」南田勝也・辻泉編『文化社会学の視座―のめりこむメディア文化とそこにある
日常の文化』ミネルヴァ書房

・内容分析、各種データの分析に加え、編集部、読者インタビューなど、多角的な視点
から調査研究を実施し、理解を深める方法



３．研究成果紹介
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（４）各誌をデータから比較①：『雑誌新聞総かたろぐ』より
大分類 小分類 雑誌名 創刊 間隔 大きさ ページ 値段 発売日 部数 出版社

男性ア
イドル

Myojo 1952 月刊
Ａ４変型
判

188
560→
640

23日
240417→
212500

集英社

女性ア
イドル

BOMB 1979 月刊 ＡＢ判 180
880→
920

9日
45267→
38186

学研パブリッ
シング

ロック
ROCKIN'ON
JAPAN

1985 月刊
Ｂ５変型
判

272→
302

600→
617

30日
220000→
150000

ロッキングオ
ン

スポー
ツ

総合
Sports Graphic
Number

1980 隔週
Ａ４変型
判

120
550→
570

木曜
127229→
104011

文藝春秋

アニメ Animage 1978 月刊
Ａ４変型
判

220
620→
890

10日
63838→
57292

徳間書店

マンガ
週刊少年ジャン
プ

1968 週刊 Ｂ５判 420 240 月曜
2890000
→
2701042

集英社

ゲーム 週刊ファミ通 1986 週刊 ＡＢ判 224
370→
400

木曜 500000
エンターブレ
イン

芸能・
音楽

ＡＣＧ

※出典：『雑誌新聞総かたろぐ』2012年版→2015年版の比較



３．研究成果紹介
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（５）各誌をデータから比較②：広告の掲載割合

※ただし、趣味雑誌は2016年、女性誌は2015年、男性誌は2014年の8月号のデータ



３．研究成果紹介
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（６）趣味雑誌が、「（相対的には）まだマシ」な理由

①独占的なキラーコンテンツがある

（場合によっては、それを創出している）

②物質性をもった商品の魅力がある

（それが、コアなファン層を繋ぎ止めている）

③余人をもって替え難いスタッフが編集部にいる

・・・これらは、インターネットコンテンツにはまだ乏しい



３．研究成果紹介
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（７）「独占的なキラーコンテンツ」がある場合

『Myojo』 『Number』 『週刊少年ジャンプ』

※出典： http://myojo.shueisha.co.jp http://number.bunshun.jp/ https://www.shonenjump.com/j/

http://myojo.shueisha.co.jp/
http://number.bunshun.jp/


３．研究成果紹介
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（８）「物質性をもった商品の魅力がある」場合(付録戦略）

『BOMB』 『Animage』

※出典：https://twitter.com/idol_bomb/status/808184519576535040?lang=ja

https://matome.naver.jp/odai/2133689395261706701

https://twitter.com/idol_bomb/status/808184519576535040?lang=ja


３．研究成果紹介
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（９）「余人をもって替え難いスタッフが編集部にいる」場合

『ROCK’IN ON JAPAN』

・編集長 山崎洋一郎さん

・1991年に2代目編集長を継ぎ、

幾度か交代しながらも再任。

「自分とやり方違う人の方が

引き継ぎやすいんだよね」

「秘伝のタレみたいなものがある」

（今年度インタビュー調査より）

※出典：http://www.tfm.co.jp/lock/staff/index.php?itemid=8446



４．まとめとディスカッション
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（１）あらためて、趣味雑誌の現状と課題を考える

・部数の減少幅などは「まだマシ」

・だが、その理由は、果たしてサステナブルと言えるか？

①「独占的なキラーコンテンツがある」場合

・『Myojo』→芸能事務所がコンテンツのネット利用を解禁したら…

・『Number』→読者層が年々高齢化（団塊ジュニア向け雑誌化）

・『週刊少年ジャンプ』→確率論的な「大御所」漫画家への待望

②「物質性をもった商品の魅力がある」場合

・『BOMB』『Animage』の付録商法→グッズだけを売ればよい？

③「余人をもって替え難いスタッフが編集部にいる」場合

・『ROCK’IN ON JAPAN』→後継者の育成、交代のタイミング



４．まとめとディスカッション
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（２）結論

・現状と課題を踏まえ、考えるべきは以下の二点では？

・そもそも、紙VSインターネットという二項対立で

とらえることを乗り越えた上で・・・

①「雑誌１．０の野辺送り」

「雑誌は滅びない」「紙が好きだから」といった

根拠に乏しい回顧主義は徹底的に相対化すべき

②「雑誌２．０の誕生祝い」

一方で、コンテンツの創出（特に『ジャンプ』など）、

ファン・コミュニケーションの基盤であった点など、

「雑誌の最良の部分」は再確認し、紙媒体であれ、

インターネットであれ、意図的に再構成する必要があるのでは？



４．まとめとディスカッション
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（３）補足①「雑誌２．０」のイメージ図

※出典：2016年度中央大学FLPジャーナリズムプログラム成果報告会、辻ゼミ配布資料より



４．まとめとディスカッション
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（４）補足②と③

新しいコンテンツ創出システム

とファンコミュニケーションのインフラ

※出典：2016年度中央大学FLPジャーナリズムプログラム成果報告会、辻ゼミ配布資料より


